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千代田棋友会

最｠近、高齢者の約1割が認知症になっている報道がされていますが、将棋愛好家が認知
症になったという話しはあまり聞いたことがありま
せん。将棋は、面白く飽きることない知能ゲームで
す。人間の体力や頭脳は、年齢を重ねるとともに老
化していきますが、体や頭を適度に運動させること
で老化のスピードを遅くすることができるのではな
いでしょうか。
　千代田棋友会では、年2回の大会のほかに、毎
週土曜日の午後1時より千代田公民館で将棋講座
を開講しています。初心者も歓迎していますので、
一緒に楽しい時間を過ごそうではありませんか。

　　　　　会長　玉造春夫 ☎0299-59-3325　

｠

崎
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
た
第
25
回
あ
ゆ
み
祭
り
。
ス

テ
ー
ジ
や
広
場
で
は
、
各
種
シ
ョ
ー
の
披

露
や
模
擬
店
な
ど
が
出
店
。
オ
ニ
ツ
カ
サ

リ
ー
さ
ん
や
伊
藤
多
喜
雄
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

で
の
歌
声
は
会
場
を
訪
れ
た
人
々
を
魅
了

し
ま
し
た
。
湖
上
で
は
、
観
光
帆
引
き
船

操
業
や
カ
ヌ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
湖
上
か

ら
の
風
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
百
里
基

地
エ
イ
サ
ー
部
の
息
の
そ
ろ
っ
た
沖
縄
舞

踊
に
観
客
も
参
加
し
、
沖
縄
の
リ
ズ
ム
で

会
場
が
一
つ
に
な
れ
ば
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

が
、
湖
面
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
歩
崎
を
彩

る
夏
の
祭
り
は
盛
大
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

0102歌声で会場を魅了した伊藤多
喜雄さん・オニツカサリーさんの
ライブ03湖上の風を楽しむカヌー
教室04長蛇の列となった佃煮など
の無料配布05霞ヶ浦の風物詩「観
光帆引き船」操業06沖縄のリズム
で会場をひとつに！百里基地エイ
サー部07霞ヶ浦地区の保育園児に
よるお遊戯08会場を元気に！あゆ
み太鼓09南中吹奏楽部10メイン行
事の職工組合による木造上棟式

The 25th ayumi festival  in ayumizaki-park

◉第25回あゆみ祭り　◉主催／あゆみ祭り実行委員会

歩崎を彩る
盛夏の祭典

　8月16日、第 25回あゆみ祭りが歩崎公園で盛大に
開催されました。祭りのにぎやかさに誘われるかのよう
に続々と集まる人々。老いも若きも祭りに集い、たくさ
んの笑顔と歓声に包まれた祭りとなりました。
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市民学芸員

雑記帳

⬆喜一郎の肖像画に直筆と
思われる詩が記されている軸

幕末志士古渡喜一郎

古｠渡喜一郎（1842年生）は、青年期には水戸に出て学問と剣術を学び、そこで志を
固め、浪士組そして新徴組へと入隊していったよ
うです。新徴組は後に出羽国庄内藩に属しました
ので、喜一郎は酒田県士族になり、鶴岡の町役
人として山形県に居住しました。明治７年には、
故郷である新治県へ帰り、明治12年に一等警部
となりました。その後、退職し郷里の荻平に住む
ようになり、晩年は農業に従事します。明治19
年３月には宍倉連合戸長 (宍倉村、安食村、下
軽部村、岩坪村、新岩坪村 )を務めましたが、明
治21年７月31日荻平の生家で45歳で没しま
した。荻平の共同墓地には、
生前の功績が記された墓石が
建立されました。喜一郎の資
料は、現当主である古渡勝樹
氏が大切に引き継いでいます。
私は、市民学芸員として、身
近にひっそりと伝わる先人の
情報を発掘し、多くの市民に
発信していきたいと思います。

岡田　霞（宍倉）

Camera Report


